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３ 住民を主体とした生活支援サービス（体制）モデル地区の整備 

 

取組みのきっかけ 

人吉市生活支援体制整備事業に関わる生活圏域を小学校区と定め、その推進の第一

弾としてより整備環境が整った（事前に校区別アンケート調査を実施）中原校区をモデ

ル事業として先行実施した。 

事業推進の中軸に、校区社会福祉協議会構成員（町内会長・民生委員・高齢者相談員・

校区老連・老連シルバーヘルパー・健康推進員・小学校、PTA関係・駐在所・交通安全

協会・市議団・ボランティア団体など）及び住民の一般参加による「校区の10年後を語

る会」とした座談会（グループワーク）を地区別及び全体会の形式で開催した。 

座談会を介し提起された問題、課題等々については、校区住民の共通の理解と認識の

共有が図られたことは勿論、社協に様々に構成する組織活動時にフィードバックし情

報の提供等を行ったことで、当該事業の一層の啓発、普及が促され本市地域福祉推進の

底上げにつなげられた。 

 

＊取組み開始日（平成 29 年 4 月） 

 

具体的な取組み内容と実施体制 

○第1回地区別（3地区）座談会（計80名参加） 

・開催の趣旨及び校区の概要説明 

・グループワーク 

①「地域の現状（支え合い等、困りごと、問題・課題等）を語る」 

②「地域の将来（10年後）の姿を語る」 

○第2回（全体）座談会（35名参加） 

・前回（地区別座談会）まとめの報告及び協議 

・グループワーク 

①困りごと等の実態把握 

②生活の支え合いの体制づくり 

③地区別の特色ある事業展開の在り方 

○校区社協及び校区公民館合同研修会（講演会）の後方支援（100名参加） 



・演題：地域の支え合いによる元気なまちおこし・まちづくり 

・講師：宮崎県日之影町社会福祉協議会事務局長 

 

※会場の提供に際して、地域に立地し、地域と融合、開かれた「特別養護老人ホーム」

を営む社会福祉法人の協力があり、更には多面的な地域支援体制が整っている存在に

もある。 

 

＊平成 30 年度予算額（     ）千円 

 

事業実施の効果 

当該事業に対する住民意識の変化と認識の共有、地域の連携・一体化の高揚が図ら

れ、年度末には民生委員が主体となり地域の要援護者（200戸程）を対象に、「日常の暮

らし困りごと等」についての個別訪問による聞き取り調査を実施していただいた。 

また、地域福祉を司る校区社協・校区公民館の合同研修会として地域住民を対象に自

主講演会を開催され、住民が・地域がひとつにまとまり、これからの地域づくり推進の

糧となるよい機会となった。 

結果に、「第2層（中原校区）協議体」の設置が終了し、その貴重な足掛かりともなっ

た。 

 

 

今後に向けて(課題など) 

○第2層生活支援コー一ディネーター像が不明瞭な状況にあり、選任配置に遅れを生じ

ている。 

・受託事業者（社協）が想定するスタイルを持つも、委託者（市）が示す自治体の規模、

施策等の視点に即したあり方（整合の観点）の検証が間われる 

 

○第2層協議体及び生活支援コーディネーター等活動拠点（身近な地域）の必置性を重

視するも適切な場所確保が困難であり苦慮している。 

・校区公民館（コミセン）の活用が専ら想定されるが円滑な運びには行政の多様なハ 

ードルが潜在し時間を要する。 

 

 

 

 

 

 










